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No 審査項目 配点

1 実施方針

・

・

・

公立学校におけるアントレプレナーシップ教育の目的に対する企
業、団体の理念が示されているか。
ゲストティーチャーをによる授業内容の企画、実施の体制が整っ
ているか。
市の担当者や学校と連絡を密に取れる体制となっているか。

10

2 ・ 様々な職業や分野のゲストティーチャーを確保しているか 20

3
・ 児童の興味を引く、職業や分野のゲストティーチャーを確保して
いるか

20

4
・ 児童が将来に夢や希望をもち、チャレンジしようとする意欲をも
つことができる内容になっているか

10

5 ・ ゲストティーチャーと児童が交流できる内容となっているか 10

6 ・ 児童が体験的な活動を行う内容となっているか 10

7 スケジュール管理 ・ 学校が無理なく実施できるスケジュールとなっているか 10

8 費用 ・ 本事業にかかる費用対効果は適切か 10

起業家・著名人
ゲストティーチャーの

確保

授業内容の企画
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